
国‐05‐国‐高専‐問‐05
 eq \o\ac(□,５)
次の文章を読んで、後の問いに答えよ。

母の日記を二度目に読んだのは、中学三年生の夏だった。思いがけない再会になった。

「敬一、釣りに行かんか。」

父が急に誘ってきた。まだeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ひ),陽)の高い夕方だった。工場が盆休みに入った初日のことだ。

お盆の間はeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(せつ),殺)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(しよう),生)をするものではない、と父はいつも言っていた。そういうことには意外に古風なハルさんも、ふつうなら「そげなことしたらいけんが、あんた。」と父をeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(とが),咎)めるはずだった。だが、健太をおぶって台所仕事をしていたハルさんは、釣りeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ざお),竿)を持った父が「ほな、行ってくるわ。」と声をかけると、流し台に向かったまま「気をつけてなあ。」としか返さなかった。父も言い訳めいたことは口にせず、　Ⅰ　外に出て、車に乗り込んだ。なにかあるんだろうな、と少年にも察しはついた。まあ、べつにいいけど、と開き直って助手席に座った。父の誘いを断らなかったのは、逆にこっちから挑発するつもりもあったのかもしれない、十五歳だった。家族を最も嫌っていた時期だった。ささいなことでハルさんと言い争いをして、もう何日も口をきいていなかった。

車は、ふるさとの街を東西に分けて流れる川へ向かった。父が得意なのは、浅瀬に毛針を放り込んで虫と間違えたハヤをひっかける、「かがしら」という釣りだ。夕陽のまぶしさに毛針の動きをうまく合わせれば、一時間で二十尾近く釣ることができる。だが、父は浅瀬の場所をほとんど吟味することなく、「このへんでええか。」と車をeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(と),停)めた。⑴「かがしら」にはもっと陽が傾いてからのほうがいいのだが、かまわず河原へ下りていった。少年も黙って後につづく。車の中ではとりとめのない話しかしなかった。本題はいまからなのだろう、と覚悟を決めた。

釣りを始めた。ゴムサンダルを履いて浅瀬に入り、手首をしゃくるようにして毛針でeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(かわ),川)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(も),面)をeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(たた),叩)いては引き上げる。⑵あんのじょう、当たりはぴくりとも来ない。

「のう、敬一。」

父が　Ⅱ　言った。「ここの河原、覚えとるか。」と毛針を放り込み、「もう忘れたかのう。」と引き上げる。

「ここで……なにかあったの？」

「昔は、もっと水も深かったんじゃ。お盆になると、eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(とう),灯)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ろう),籠)流しの舟がぎょうさん流れての……死んだお母ちゃんの初盆のときも、ここから舟を流した。」言われて、ぼんやりと思いだした。

「昔は、どこの家でも灯籠流しをしとった。送り火の晩に、舟にろうそくを立てて、お菓子やらなんやらも積んで……川がぽうっと明るうなるんよ。きれいじゃったよ。eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ほか),他)の舟は途中でひっかかって止まったりするんじゃけど、ａお母ちゃんの舟は、川の真ん中を流れていって、最後に見えんようになるまで、まっすぐ流れていったんじゃ。」

川が汚れるから、と灯籠流しが禁止されたのは、その翌年のことだったという。

⑶｢もう忘れたか。」と父は苦笑してeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(さお),竿)を立て、「まあ、それでええよ、昔のことなんじゃけえ。」と竿を寝かして、毛針をまた川に放り込む。少年も同じように竿を操りながら、川面を見つめる。夜の闇の中、川面にろうそくの明かりを映し込んで流れていく無数の小舟を思う。父と一緒にそれを目で追う幼い自分のことも、思う。

「お母ちゃんと、口きいとらんのじゃて？」父は言った。この「お母ちゃん」は、ハルさんだった。

「まだいっぺんも『お母ちゃん』いうて呼んでくれんのよ、いうて……お母ちゃん、つらがっとったど。」

なにもeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(こた),応)えずにいたら、父は顔のまわりを飛ぶヤブ蚊を手で追い払って、「ｂお母ちゃんの気持ちもわかっちゃれや。」と言った。少年は黙ったままだった。父の話も途切れた。街のほうから、盆踊りの練習をする太鼓の音が小さく聞こえた。

「お、釣れた。」

父の竿の針先に、ハヤが掛かった。だが、父はハヤの口から針をはずすと、そのまま川に戻してやった。

「盆のうちは、やっぱり殺生しちゃあいけん。いまのも、どこぞのご先祖さんが帰ってきたんかもしれんけん。」

「……うん。」

「盆じゃのうても、殺生はいけん。やっぱり、生き死には、いけんよ、のう。」

父は川の流れで手を洗い、ついでに顔を洗いながら、つづけた。

「敬一、ｃお母ちゃんの日記、読んでみるか。」

「え？」

「車の中に置いてあるけん、読みたいんじゃったら、読めや。」

濡れた顔をランニングシャツの腹でeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ふ),拭)いて、竿をかまえ直す。

「いまのお母ちゃんには内緒ど。黙って持ってきたけん。今夜一晩、読んでええ。明日の朝、車の中に戻しといてくれ。」

「……うん。」

「それで気がすんだら、ｄお母ちゃんに、もうちいと優しゅうしてやってくれや。アレも、ものの言い方にキツいところはあるけど、性根は優しゅうて、弱いんじゃけえ。」

父はまたハヤを釣った。今度はヒレかどこかに針がひっかかっただけなのだろう、何度か竿を振るとあっさりとはずれ、ぽちゃん、と川に落ちた。

盆踊りの歌が聞こえる。スピーカーを通した、ひずんだ音だった。それがなにかの合図になったように、向こう岸の森で、eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(せみ),
)がいっせいに鳴きだした。

「お母ちゃんの日記……ずっと持っとったら、いけん？」

少年がeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(き),訊)くと、父は少し間をおいて、「いけん。」と言った。

「なんで？」

「なんでも、じゃ。」

「……なんで、いけんの？」

「敬一のお母ちゃんは、いまのお母ちゃんだけじゃ。」

父はまた川の水で顔を洗った。⑷ばしゃばしゃと乱暴に、顔を何度もこすった。

その夜、少年は母がeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(のこ),遺)した言葉をすべてノートに書き写した。最初に読んだときには気づかなかったが、病気が進むにつれて母の字は細くなっていく。ノートのeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(けい),罫)の中に字が収まらなくなってしまう。最後のeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ころ),頃)は、漢字をほとんど書けなくなっていた。「けいちゃん」とひらがなで書かれた文字をじっと見つめて、⑸少年は歯を食いしばって泣いた。

約束どおり、日記は翌朝、父の車の物入れの中に返した。その次の日に物入れのeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ふた),蓋)を開けてみると、中にはもうなにも入っていなかった。もう一つの約束は、守れなかった。少年はあいかわらずハルさんを「お母ちゃん」とは呼ばなかった。父にまた言いつけるのならそれでもいい、と思っていた。父が怒って、出ていけ、と言うのなら、出ていこう。

〈けいちゃん、お母さんは天国に行ってからも、ずっとけいちゃんのお母さんです。〉

ノートに書き写したこの言葉があれば、一人きりでも生きていける、と思った。

（eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(しげ),重)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(まつ),松)　eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(きよし),清)『卒業』による）

問１
本文中の空欄　Ⅰ　・　Ⅱ　に入る語として最も適当なものを、次のアからエまでの中からそれぞれ選び、記号で答えよ。

Ⅰ
ア
さっさと
イ
ぐずぐずと



ウ
のっそりと
エ
こっそりと

Ⅱ
ア
ずばりと
イ
ぎくりと



ウ
ぽつりと
エ
しょんぼりと

問２
本文中に、⑴｢かがしら」にはもっと陽が傾いてからのほうがいいのだが、かまわず河原へ下りていった。とあるが、それはなぜか。その理由として最も適当なものを、次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
工場が盆休みになり、父は好きな釣りをしたくてしかたがないので、陽が傾くのが待ちきれなかったから。

イ
｢かがしら」という釣りの方法は父が得意とするもので、どのような時間帯でも釣り上げる自信があったから。

ウ
父は、お盆の間は殺生するものではない、と日ごろから言っている手前、eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(だれ),誰)かに見られると困ると思ったから。

エ
息子と妻との関係を改善するために、釣りを口実に息子を連れ出したが、父はどう話すかで頭がいっぱいだったから。

問３
本文中の、⑵あんのじょう　の意味として最も適当なものを、次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
予想に反し
イ
思った通り


ウ
不安が的中し
エ
不思議なことに

問４
本文中のａからｄまでの、お母ちゃん　を「敬一」の実母（死んだ母親）と継母（今の母親）とに分けた場合、最も適当な組み合わせを次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
実母　ａ・ｄ　　継母　ｂ・ｃ


イ
実母　ａ　　継母　ｂ・ｃ・ｄ
ウ
実母　ａ・ｃ　　継母　ｂ・ｄ


エ
実母　ａ・ｂ・ｃ　　継母　ｄ
問５
本文中に、⑶｢もう忘れたか。｣と父は苦笑して　とあるが、「父」が「苦笑し」たのはなぜか。その理由として最も適当なものを、次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
死んだ母親のことを思い続けているにもかかわらず記憶があいまいな息子に対し、小さい時だったから覚えていないのも無理はないと思っているから。

イ
母親の初盆の翌年から灯籠流しが禁止され、この川に来ることもなくなったから覚えていないのも無理はない、と月日の経過の早さに驚いているから。

ウ
敬一の実の母親が死んでから今日まで、その死を話題にすることがなかったために記憶がない息子に対して、放っておいて申し訳ない、と悔やんでいるから。

エ
母親の初盆のことも覚えていないのに、死んだ母親を口実に継母と仲違いをしている息子を腹立たしく思う一方で、それを反抗期にありがちな態度だ、と仕方なく思っているから。

問６
本文中に、⑷ばしゃばしゃと乱暴に、顔を何度もこすった。とあるが、この時の「父」の気持ちを説明したものとして最も適当なものを、次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
今の母親を一度も「お母ちゃん」と呼ぼうとしないで、いつまでも死んだ母親の日記にこだわり続ける息子を腹立たしく思う気持ち。

イ
亡き母を思う息子のしつこさにほとほとあきれ果てるが、このような性格に育ったのは自分に原因があると思い至り、情けなく思う気持ち。

ウ
今の母親しか木当の母親はいないのだということを、息子が納得できるように説明ができない自分のふがいなさを打ち消そうとする気持ち。

エ
今の母親がかわいそうだという思いと、亡き母への思いを断ち切らせるのは忍びないという思いとが入り交じった心の迷いを悟られまいとする気持ち。

問７
本文中に、⑸少年は歯を食いしばって泣いた。とあるが、なぜ「歯を食いしばって泣いた」のか。その理由を説明したものとして不適当なものを、次のアからオまでの中から一つ選び、記号で答えよ。

ア
今の母親を「お母ちゃん」と呼んだら、若くして死んでしまった母がかわいそうだと思ったから。

イ
闘病の苦しさの中にありながら、母が誰よりも自分のことを大切に思っていたことを知ったから。

ウ
ひらがなでしか自分の名前を書くことができなくなるまで母を衰弱させるような病気が憎かったから。

エ
自分が持つべきだと考える母の日記を取り上げられて、どうすることもできない自分が情けなかったから。

オ
ここで声を出して泣いてしまったら、これまでの家族に対する意地が一気にくじけてしまいそうだったから。
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